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算出額 農業所得 算出額 農業所得

千円 ha 戸 千円/ha 千円/戸 ha/戸 人 ha ha/人 千円/ha 千円/ha 千円/人 千円/人

飯盛 9,768,068 316.0 619 30,912 15,780 0.51 55 116.0 2.11 8,781 4,096 18,520 8,639

（地区外含む） 55 156.5 2.86 8,781 4,096 25,114 11,715

三会原第1 752,000 35.5 127 21,183 5,921 0.28 12 10.1 0.84 7,084 3,177 5,962 2,674

（地区外含む） 12 35.8 2.98 7,084 3,177 21,110 9,467

三会原第2 867,000 35.4 216 24,492 4,014 0.16 18 15.9 0.88 7,688 3,274 6,791 2,892

（地区外含む） 18 43.9 2.44 7,688 3,274 18,759 7,989

山田原 3,171,256 99.0 334 32,033 9,495 0.30 9 22.7 2.52 4,298 1,829 10,831 4,609

（地区外含む） 9 42.8 4.76 4,298 1,829 20,458 8,706

溜水・妙見 1,639,300 43.0 112 38,123 14,637 0.38 6 12.7 2.12 7,260 3,197 15,367 6,767

（地区外含む） 6 20.4 3.40 7,260 3,197 24,684 10,870

大苑 1,376,000 35.1 130 39,202 10,585 0.27 4 7.0 1.75 4,003 1,693 7,005 2,963

（地区外含む） 4 10.3 2.58 4,003 1,693 10,328 4,368

飯盛 畑作中心の地区であるが、地区外に水稲（飯盛開地区）を耕作している者もいる。地区外の畑を借りて耕作している者もいる。

三会原第1

三会原第2

山田原 下流域に水稲（吾妻地区）を耕作している者もいる。現在実施中の山田原第2地区の受益者と重複受益者がある。

溜水・妙見 地区外に畑を所有、耕作している。

大苑 地区外に畑を所有、耕作している。

地区名 摘　　要

畑作中心、地区外耕作有
後継者有40人

畑作中心の地区であるが、地区外に耕作している者もいる。既存のハウス施設の部分を地区外として整備している。
第1～第4地区まで計画があり、重複受益者がある。

長崎県の基盤整備事業の効果についての補足事項

畑作中心、地区外耕作有（ハウス）
後継者有14人

畑作中心、地区外耕作有（ハウス）
後継者有9人

別途水田、地区外耕作有
後継者有9人

水田、畑作、地区外耕作有
後継者有4人

畑作中心、地区外耕作有
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農業農村整備事業（農地の基盤整備）について

・生産性の向上や農地集積、農家の経営規模が
拡大。
・用排水施設の整備により、高収益性作物の
栽培が可能となり、農家所得が向上。

・担い手農家の確保や後継者育成につながる。

・中山間地域が多く整備が遅れており、今後も
整備が必要

・基盤整備地区の隣接地区にも気運の高まり。

基盤整備の必要性

国の予算の推移

基盤整備（畑地帯総合整備事業）の優良事例

春ばれいしょの●飯盛地区（A＝316ha）

Ｈ２７～Ｈ３１新規要望箇所数

三会原第４地区（島原市）、白崎地区（西海市）など
２３箇所 １，１８０ha

本県の新規要望状況

うちＨ２９新規申請予定地区

正久寺地区（諫早市）、桃山田地区（雲仙市）
宮田地区（雲仙市）、駄野地区（波佐見町）
向月地区（平戸市）、寺脇地区（五島市）
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補正４８

５，８２０億円

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２５

補正１５０

３，１３１億円

(対H21比54%)

５，９０２億円

(対H21比101%)

5,000

3,000

7,000

Ｈ２4補正
１，６４０

Ｈ２4補正
交付金
９００

Ｈ２５
３，３６２

（交付金７３５）

Ｈ２６当初
３，４２４

（交付金７３５）

Ｈ２７

Ｈ２７当初
３，５８８
（交付金等
7３５+１００）

Ｈ２６

Ｈ２５補正
800

３，７９６億円

(対前年比90%)

(対H21比65%)

４，２２４億円

(対前年比72%)

(対H21比73%)
Ｈ２６補正
２０８

（億円）

Ｈ２８当初
３，８２０
（交付金等
７３５+１２３）

Ｈ２８

H２７補正
990

Ｈ２２当初
２，９８１

（交付金８５２）

Ｈ２１当初
５，７７２

４，８１０億円

(対前年比127%)

(対H21比83%)

（対Ｈ21当初比66％）

補正４８

５，８２０億円

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２５

補正１５０

３，１３１億円

(対H21比54%)

５，９０２億円

(対H21比101%)

5,000

3,000

7,000

Ｈ２4補正
１，６４０

Ｈ２4補正
交付金
９００

Ｈ２５
３，３６２

（交付金７３５）

Ｈ２６当初
３，４２４

（交付金７３５）

Ｈ２７

Ｈ２７当初
３，５８８
（交付金等
7３５+１００）

Ｈ２６

Ｈ２５補正
800

３，７９６億円

(対前年比90%)

(対H21比65%)

４，２２４億円

(対前年比72%)

(対H21比73%)
Ｈ２６補正
２０８

（億円）

Ｈ２８当初
３，８２０
（交付金等
７３５+１２３）

Ｈ２８

H２７補正
990

Ｈ２２当初
２，９８１

（交付金８５２）

Ｈ２１当初
５，７７２

４，８１０億円

(対前年比127%)

(対H21比83%)

（対Ｈ21当初比66％）

補正４８

５，８２０億円

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２５

補正１５０

３，１３１億円

(対H21比54%)

５，９０２億円

(対H21比101%)

5,000

3,000

7,000

Ｈ２4補正
１，６４０

Ｈ２4補正
交付金
９００

Ｈ２５
３，３６２

（交付金７３５）

Ｈ２６当初
３，４２４

（交付金７３５）

Ｈ２７

Ｈ２７当初
３，５８８
（交付金等
7３５+１００）

Ｈ２６

Ｈ２５補正
800

３，７９６億円

(対前年比90%)

(対H21比65%)

４，２２４億円

(対前年比72%)

(対H21比73%)
Ｈ２６補正
２０８

（億円）

Ｈ２８当初
３，８２０
（交付金等
７３５+１２３）

Ｈ２８

H２７補正
990

Ｈ２２当初
２，９８１

（交付金８５２）

Ｈ２１当初
５，７７２

４，８１０億円

(対前年比127%)

(対H21比83%)

（対Ｈ21当初比66％）

国の予算の推移

農業農村整備関係事業の
当初予算での十分な確保が必要

○担い手の経営規模の拡大

整備により平均経営面積が１．８倍に増加

1.17ha（H8) → 2.11ha（H27）

○土地利用率の向上

基幹作物の作付拡大や新規作物導入など
土地利用率は１．４倍に増加

133％（H8) → 185％（H27)

○担い手の確保

担い手は55名（平均年齢57歳）
うち後継者が育成された農家は30名

（整備後）（整備前）

☆県内トップクラスのばれいしょ、にんじん産地へ成長

春ばれいしょの
H27販売高２２億円

●飯盛地区（A＝316ha）
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○農業所得の向上

整備後、農業所得が２．２倍に増加

1,899千円/ha（H8）
→ 4,096千円/ha（H27）

○担い手（Ｃ）経営面積４．５２ha

整備前 整備後

ばれいしょ(春) 2.01 4.34
にんじん(冬) 0.79 2.10

だいこん（秋冬） 1.47

計 2.80 7.91
粗収益額（千円） 7,763 33,071
農業所得（千円） 3,416 14,551

4.26倍

作　　物
作付面積（ha）
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